
期間中、交通事故防止のため主要幹線・事故多発路線を中心に街頭啓発など各地域で様々

な交通安全の取り組みが行われます。 

レジャーシーズンが近づき、開放的な気分になるとともに交通安全の意識が薄らぐことが

ないよう、しっかりと気を引き締めて無事故を目指しましょう。 

交通事故は皆さま一人ひとりの心掛けで確実に減らすことができます。 

交通安全は家庭から、地域から始まります。皆さまのご協力よろしく 

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

札幌市の交通安全 http://www.city.sapporo.jp/kotsuanzen/ 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・飲酒運転や居眠りなどの観光・レジャ

ー型の交通事故防止 

・子供と高齢者の交通事故防止 

・自転車・二輪車の交通事故防止 

・全ての座席のシートベルトとチャイル

ドシートの正しい着用 

飲 酒 運 転 ＝ 人 生 の 破 滅 ! ! ! 

 

 

毎年 7 月 13 日は飲酒運転根絶の日で

す。職場やご家庭、友人との集まり等

で「飲酒運転を しない、させない、

許さない」を合言葉に、改めて飲酒運

転の根絶について考える機会として

ください。 

平成 29 年７月 13 日(木) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市・札幌市交通安全運動推進委員会では、様々な交通安全教室を実施しております。 

小学校や、幼稚園・保育園で子ども達への教育や、老人クラブや町内会、企業の研修として

交通安全教室を行うこともあります。 

 今回は、高校生向けに各高校のグラウンドなどで実施している「スケアード・ストレート教

育技法による自転車交通安全教室」を紹介いたします。 

 

  

札幌市の交通安全教室のご紹介 
 

 

自転車同士の衝突の場面。 

自転車でも猛スピードで

ぶつかると、こんなに吹っ

飛んでしまいます。 

スケアード・ストレートとは、

「恐怖の直視」という意味です。 

スタントマンによる事故の再

現で、実際に車にはねられるシ

ーンなどを実演し、交通事故の

恐怖を実感することで危険行為

を未然に防ぐことが狙いです。 

 今回は写真だけですが、皆様

にも交通事故の恐怖が少しでも

伝わるよう紹介いたします。 

 

雨の日などは体育館で

行われます。 

 

傘差し運転などの危険運

転を実演。 

歩行者と衝突し、思わぬ大

事故につながります。 

 

大型車の内輪差による巻き込み事故や、死角に入り込んだ際に

衝突され引きずられる事故。 

低速度でも簡単に巻き込まれてしまいました。 

車の近くを通るときはこういったことを頭に入れて、身を守ら

なければいけません。 

 

自転車乗車中に車と衝突する様子。 

車に乗り上げた後に地面に叩きつけられたり、フロント

ガラスが粉々になったりしてしまいます。 

衝突音も大きく、見学者から悲鳴があがることも…。 

恐ろしい場面です。 

※写真は昨年度実施の様子 


